
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
二
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
百
十
四
条
の
四
十
九
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
講
習
等
を
行
う
者
の
登
録
等
に
関
す
る
省
令

薬
事
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
一
号
）
第
二
十
四
条
第
三
項
第
三
号
（
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
項
第
一
号
イ
並
び
に
第
四
十
二
条
の
二
第
四
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬

事
法
施
行
規
則
第
二
十
四
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
講
習
等
を
行
う
者
の
登
録
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
登
録
講
習
機
関
（
第
一
条―

第
十
三
条
）

第
二
章
　
研
修
実
施
機
関
（
第
十
四
条―

第
十
九
条
）

第
一
章
　
登
録
講
習
機
関

（
登
録
）

第
一
条
　
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
一
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
四
条
の
四
十
九
第
一
項
第
三
号
、
第
百
十
四
条
の
五
十

三
第
一
項
第
三
号
、
第
百
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
項
第
一
号
、
第
百
七
十
五
条
第
一
項
（
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
除
く
。
）
並
び
に
第
百
八
十
八
条
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
イ
の
登
録
（
以
下
「
講

習
を
行
う
者
の
登
録
」
と
い
う
。
）
は
、
規
則
第
百
十
四
条
の
四
十
九
第
一
項
第
三
号
及
び
第
百
十
四
条
の
五
十
三
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
講
習
、
第
百
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
項
第
一
号
並
び
に

第
百
七
十
五
条
第
一
項
（
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
基
礎
講
習
、
第
百
八
十
八
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
基
礎
講
習
及
び
専
門
講
習
並
び
に
同
条
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
基
礎
講
習
（
以
下
「
医
療
機
器
等
総

括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

２
　
前
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
行
お
う
と
す
る
医
療
機
器
等
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
の
区
分
（
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

３
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
住
民
票
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書
）

二
　
申
請
者
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
及
び
医
療
機
器
等
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
の
実
施
に
関
す
る
業
務
（
以
下
「
講
習
業
務
」
と
い
う
。
）
を
行
う
役
員
）
の
履
歴
書

三
　
行
お
う
と
す
る
医
療
機
器
等
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
が
次
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

４
　
第
一
項
の
登
録
は
、
五
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

５
　
前
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
登
録
の
更
新
に
係
る
医
療
機
器
等
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
の
区
分

６
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
住
民
票
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書
）

二
　
申
請
者
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
及
び
講
習
業
務
を
行
う
役
員
）
の
履
歴
書

三
　
医
療
機
器
等
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
が
次
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

（
登
録
の
基
準
等
）

第
二
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
登
録
申
請
者
」
と
い
う
。
）
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
講
習
を
行
う
者
の

登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
医
療
機
器
等
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
は
、
講
義
及
び
試
験
に
よ
り
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
医
療
機
器
等
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
は
、
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上
行
う
こ
と
。

三
　
講
師
は
、
別
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
専
門
的
な
技
術
又
は
知
識
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
試
験
は
、
受
講
者
が
講
義
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
的
確
に
把
握
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
医
療
機
器
等
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
を
受
け
る
者
と
の
取
引
関
係
そ
の
他
の
利
害
関
係
の
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
申
請
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
講
習
を
行
う
者
の
登
録
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
　
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下
「
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
薬
事
に
関
す
る
法
令
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令

若
し
く
は
処
分
に
違
反
し
て
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

二
　
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

三
　
法
人
に
あ
っ
て
は
、
講
習
業
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
こ
と
。

３
　
登
録
は
、
登
録
講
習
機
関
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

二
　
講
習
を
行
う
者
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
「
登
録
講
習
機
関
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

三
　
登
録
講
習
機
関
が
行
う
医
療
機
器
等
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
の
区
分

1



（
登
録
の
公
示
等
）

第
三
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
講
習
を
行
う
者
の
登
録
を
し
た
と
き
は
、
登
録
講
習
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
、
登
録
講
習
機
関
が
行
う
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
の
区
分
並
び
に
当
該
登
録
を
し
た
日
を
公
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
登
録
講
習
機
関
は
、
そ
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
又
は
住
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
講
習
業
務
の
実
施
に
係
る
義
務
）

第
四
条
　
登
録
講
習
機
関
は
、
公
正
に
、
か
つ
、
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
方
法
に
よ
り
講
習
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
講
習
の
実
施
結
果
の
報
告
）

第
五
条
　
登
録
講
習
機
関
は
、
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
を
行
っ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
の
実
施
年
月
日

二
　
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
の
実
施
場
所

三
　
修
了
者
の
一
覧
表

（
業
務
規
程
）

第
六
条
　
登
録
講
習
機
関
は
、
講
習
業
務
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
業
務
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
講
習
業
務
の
開
始
前
に
、
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す

る
。

２
　
業
務
規
程
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
の
実
施
に
係
る
周
知
の
方
法

二
　
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
の
受
講
の
申
請
に
関
す
る
事
項

三
　
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
の
内
容
及
び
時
間
に
関
す
る
事
項

四
　
講
義
に
用
い
る
教
材
に
関
す
る
事
項

五
　
試
験
の
問
題
の
作
成
及
び
試
験
の
合
否
判
定
の
方
法
に
関
す
る
事
項

六
　
修
了
証
の
交
付
に
関
す
る
事
項

七
　
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
の
受
講
料
の
額
及
び
そ
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

八
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

九
　
次
条
第
一
項
の
帳
簿
そ
の
他
の
講
習
業
務
に
関
す
る
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
　
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

十
一
　
講
習
業
務
に
関
す
る
公
正
の
確
保
に
関
す
る
事
項

（
帳
簿
の
備
付
け
等
）

第
七
条
　
登
録
講
習
機
関
は
、
帳
簿
（
そ
の
作
成
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処

理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
作
成
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
を
備
え
付
け
、
こ
れ
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
及
び
こ
れ
を
講
習
業
務
を
廃
止
す
る
ま
で
保
存
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
の
実
施
年
月
日

二
　
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
の
実
施
場
所

三
　
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
を
行
っ
た
講
師
の
氏
名
並
び
に
当
該
講
習
に
お
い
て
担
当
し
た
科
目
及
び
そ
の
時
間

四
　
修
了
者
の
氏
名
及
び
住
所
、
生
年
月
日
並
び
に
修
了
証
の
交
付
の
年
月
日
及
び
修
了
証
番
号

２
　
登
録
講
習
機
関
は
、
講
義
に
用
い
た
教
材
並
び
に
試
験
に
用
い
た
問
題
用
紙
及
び
答
案
用
紙
（
以
下
「
教
材
等
」
と
い
う
。
）
を
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
を
実
施
し
た
日
か
ら
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
適
合
命
令
）

第
八
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
講
習
機
関
が
第
二
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
登
録
講
習
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
改
善
命
令
）

第
九
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
講
習
機
関
が
第
四
条
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
登
録
講
習
機
関
に
対
し
、
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
の
方
法
そ
の
他
の
業
務
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
採
る
べ

き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
講
習
業
務
の
休
廃
止
）

第
十
条
　
登
録
講
習
機
関
は
、
講
習
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
厚
生
労
働

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
の
区
分
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三
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

四
　
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
期
間

五
　
休
止
又
は
廃
止
の
理
由

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
十
一
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
講
習
機
関
が
第
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
講
習
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
講
習
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
第
三
条
第
二
項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
、
第
十
条
第
一
項
又
は
次
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

二
　
第
八
条
又
は
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

三
　
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
次
条
第
二
項
各
号
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
。

四
　
不
正
の
手
段
に
よ
り
講
習
を
行
う
者
の
登
録
を
受
け
た
と
き
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
講
習
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
）

第
十
二
条
　
登
録
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
の
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
収
支
計
算
書
並
び
に
事
業
報
告
書
（
そ
の
作
成
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
の
作
成
が
さ
れ
て
い

る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
財
務
諸
表
等
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
五
年
間
事
業
所
に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
を
受
講
し
よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
登
録
講
習
機
関
の
業
務
時
間
内
は
、
い
つ
で
も
、
次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
財
務
諸
表
等
が
書
面
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
書
面
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

二
　
前
号
の
書
面
の
謄
本
又
は
抄
本
の
請
求

三
　
財
務
諸
表
等
が
電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

四
　
前
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
次
に
掲
げ
る
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
の
請
求
又
は
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
の
請
求

イ
　
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
受
信

者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

ロ
　
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
も
っ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

３
　
前
項
第
四
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
方
法
は
、
受
信
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
の
徴
収
）

第
十
三
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
講
習
業
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
登
録
講
習
機
関
に
対
し
、
そ
の
講
習
業
務
又
は
経
理
の
状
況
に
関
し
報
告
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
章
　
研
修
実
施
機
関

（
研
修
の
実
施
の
届
出
）

第
十
四
条
　
規
則
第
百
六
十
八
条
及
び
第
百
七
十
五
条
第
二
項
並
び
に
第
百
九
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
研
修
（
以
下
「
研
修
」
と
い
う
。
）
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
研
修
の
種
類

三
　
研
修
の
実
施
場
所

（
研
修
の
実
施
の
基
準
）

第
十
五
条
　
前
条
の
届
出
を
行
っ
た
者
（
以
下
「
研
修
実
施
機
関
」
と
い
う
。
）
が
行
う
研
修
の
実
施
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
研
修
は
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
講
義
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
総
時
間
数
が
二
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
そ
の
他
薬
事
に
関
す
る
法
令

ロ
　
医
療
機
器
の
品
質
管
理

ハ
　
医
療
機
器
の
不
具
合
報
告
及
び
回
収
報
告

ニ
　
医
療
機
器
の
情
報
提
供

二
　
前
号
に
掲
げ
る
事
項
を
教
授
す
る
の
に
適
当
な
講
師
を
有
す
る
こ
と
。

三
　
正
当
な
理
由
な
く
受
講
を
制
限
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

（
修
了
証
の
交
付
）

第
十
六
条
　
研
修
実
施
機
関
は
、
研
修
の
修
了
者
に
修
了
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
研
修
の
費
用
）

第
十
七
条
　
研
修
実
施
機
関
は
、
研
修
の
実
施
に
必
要
な
経
費
に
充
て
る
た
め
、
受
講
者
か
ら
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
負
担
金
は
、
実
費
に
相
当
す
る
額
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
変
更
の
届
出
）

第
十
八
条
　
研
修
実
施
機
関
は
、
第
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
が
生
じ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
止
、
休
止
又
は
再
開
の
届
出
）

第
十
九
条
　
研
修
実
施
機
関
は
、
研
修
の
実
施
に
関
す
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
し
、
休
止
し
、
又
は
休
止
し
た
業
務
を
再
開
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
動
産
登
記
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
三
月
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
薬
事
法
施
行
規
則
第
九
十
一
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
講
習
等
を
行
う
者
の
登
録
等
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
旧
登
録
省
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
薬
事
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
薬
事
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
六
十
二
条
第
一
号
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
は
、
こ
の
省

令
の
施
行
の
日
か
ら
一
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
薬
事
法
施
行
規
則
第
九
十
二
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
講
習
等
を
行
う
者
の
登
録
等
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
新
登
録
省
令
」
と
い
う
。
）
別

表
の
二
の
二
の
項
に
掲
げ
る
区
分
の
基
礎
講
習
に
つ
い
て
新
登
録
省
令
第
一
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
に
同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
た
と
き
は
、
当
該
届
書
に

係
る
区
分
の
基
礎
講
習
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
期
間
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
登
録
を
受
け
て
い
る
基
礎
講
習
の
登
録
の
日
（
当

該
登
録
の
更
新
が
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
直
近
の
更
新
の
日
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
登
録
省
令
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
旧
規
則
第
百
七
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
一
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
、
新
登
録
省
令
別

表
の
二
の
三
の
項
、
別
表
の
二
の
四
の
項
又
は
別
表
の
二
の
五
の
項
に
掲
げ
る
区
分
の
基
礎
講
習
に
つ
い
て
新
登
録
省
令
第
一
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
に
同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
厚

生
労
働
大
臣
に
提
出
し
た
と
き
は
、
当
該
届
書
に
係
る
区
分
の
基
礎
講
習
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
期
間
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に

登
録
を
受
け
て
い
る
基
礎
講
習
の
登
録
の
日
か
ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
四
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
四
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
八
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
七
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
薬
事
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
薬
事
法
施
行
規
則
第
八
十
五
条
第
三
項
第
三
号
の
講
習
等
を
行
う
者
の
登
録
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
一
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
薬
事
法
施
行
規
則
第
八
十
五
条
第
三
項
第
三
号
の
講
習
等
を
行
う
者
の
登
録
等
に
関
す
る
省
令
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
講
習
を
行
う
者
の
登
録
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
登
録
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
者
は
、
新
登
録
省
令
別
表
二
の
三
の
項
又
は
二
の
七
の
項
の
区
分
の
新
登
録
省
令
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
機
器
等
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
に
つ
い
て

登
録
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
八
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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別
表
（
第
一
条
及
び
第
二
条
関
係
）

医
療
機
器
等
総
括
製
造
販
売
責
任
者
講
習
等
の
区
分

科
目

時
間

一
　
規
則
第
百
十
四
条
の
四
十
九
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す

る
講
習

一
　
医
療
機
器
の
製
造
販
売
業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の
規
定

二
　
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
、
製
造
物
責
任
法
（
平
成
六
年
法
律
第
八
十
五
号
）

そ
の
他
関
連
法
令

三
　
医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
の
基
準
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
六
十
九
号
）
の
う
ち
医
療
機
器

に
関
す
る
規
定

四
　
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
、
化
粧
品
、
医
療
機
器
及
び
再
生
医
療
等
製
品
の
製
造
販
売
後
安
全
管
理
の
基
準
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
百

三
十
五
号
）
の
う
ち
医
療
機
器
に
関
す
る
規
定

五
　
医
療
機
器
の
不
具
合
報
告
制
度

六
　
医
療
機
器
の
品
質
確
保

七
　
医
療
現
場
に
お
け
る
製
造
販
売
業
者
の
役
割

十
時
間

一
の
二
　
規
則
第
百
十
四
条
の
五
十
三
第
一
項
第
三
号
に
規

定
す
る
講
習

一
　
医
療
機
器
の
製
造
業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の
規
定

二
　
医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製
造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

三
　
医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
の
基
準
に
関
す
る
省
令
の
う
ち
医
療
機
器
に
関
す
る
規
定

四
　
医
療
機
器
の
不
具
合
報
告
制
度

五
　
医
療
現
場
に
お
け
る
製
造
業
者
の
役
割

八
時
間

二
　
規
則
第
百
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
講
習

一
　
医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与
業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の
規
定

二
　
医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製
造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

三
　
流
通
に
お
け
る
医
療
機
器
の
品
質
確
保

四
　
医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者
及
び
貸
与
業
者
の
役
割

五
　
販
売
倫
理
と
自
主
規
制

六
時
間

二
の
二
　
規
則
第
百
六
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る

講
習
（
指
定
視
力
補
正
用
レ
ン
ズ
等
関
連
）

一
　
医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与
業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の
規
定

二
　
医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製
造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

三
　
流
通
に
お
け
る
指
定
視
力
補
正
用
レ
ン
ズ
等
の
品
質
確
保

四
　
医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者
及
び
貸
与
業
者
の
役
割

五
　
販
売
倫
理
と
自
主
規
制

六
時
間

二
の
三
　
規
則
第
百
六
十
二
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る

講
習
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
高
度
管
理
医
療
機
器
関
連
）

一
　
医
療
機
器
販
売
業
及
び
貸
与
業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の
規
定

二
　
医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製
造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

三
　
流
通
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
高
度
管
理
医
療
機
器
の
品
質
確
保

四
　
医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者
及
び
貸
与
業
者
の
役
割

五
　
販
売
倫
理
と
自
主
規
制

六
時
間

二
の
四
　
規
則
第
百
七
十
五
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部

分
に
規
定
す
る
講
習
（
特
定
管
理
医
療
機
器
関
連
）

一
　
医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与
業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の
規
定

二
　
医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製
造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

三
　
流
通
に
お
け
る
特
定
管
理
医
療
機
器
の
品
質
確
保

四
　
医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者
及
び
貸
与
業
者
の
役
割

五
　
販
売
倫
理
と
自
主
規
制

六
時
間

二
の
五
　
規
則
第
百
七
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

講
習
（
補
聴
器
関
連
）

一
　
医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与
業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の
規
定

二
　
医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製
造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

三
　
流
通
に
お
け
る
補
聴
器
の
品
質
確
保

四
　
医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者
及
び
貸
与
業
者
の
役
割

五
　
販
売
倫
理
と
自
主
規
制

六
時
間

二
の
六
　
規
則
第
百
七
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

講
習
（
家
庭
用
電
気
治
療
器
関
連
）

一
　
医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与
業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の
規
定

二
　
医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製
造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

三
　
流
通
に
お
け
る
家
庭
用
電
気
治
療
器
の
品
質
確
保

六
時
間
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四
　
医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者
及
び
貸
与
業
者
の
役
割

五
　
販
売
倫
理
と
自
主
規
制

二
の
七
　
規
則
第
百
七
十
五
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る

講
習
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
特
定
管
理
医
療
機
器
関
連
）

一
　
医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与
業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の
規
定

二
　
医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製
造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

三
　
流
通
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
特
定
管
理
医
療
機
器
の
品
質
確
保

四
　
医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者
及
び
貸
与
業
者
の
役
割

五
　
販
売
倫
理
と
自
主
規
制

六
時
間

三
　
規
則
第
百
八
十
八
条
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
イ
に
規
定

す
る
基
礎
講
習

一
　
医
療
機
器
の
修
理
業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の
規
定

二
　
医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製
造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

三
　
安
全
通
則
等
の
基
礎
知
識

四
　
故
障
点
検
及
び
診
断
の
方
法
並
び
に
修
理

五
　
業
務
管
理
の
概
要

六
　
医
療
現
場
に
お
け
る
修
理
業
者
の
役
割

十
時
間

四
　
規
則
第
百
八
十
八
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
専
門
講
習

（
画
像
診
断
シ
ス
テ
ム
関
連
）

一
　
機
器
概
論

二
　
関
連
規
格
及
び
基
準
の
概
要

三
　
信
頼
性
工
学
及
び
安
全
性
工
学

四
　
業
務
管
理
の
概
要

五
　
感
染
防
止
対
策

六
　
苦
情
処
理
及
び
異
常
時
の
対
応

八
時
間

五
　
規
則
第
百
八
十
八
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
専
門
講
習

（
生
体
現
象
計
測
・
監
視
シ
ス
テ
ム
関
連
）

一
　
機
器
概
論

二
　
関
連
規
格
及
び
基
準
の
概
要

三
　
信
頼
性
工
学
及
び
安
全
性
工
学

四
　
業
務
管
理
の
概
要

五
　
感
染
防
止
対
策

六
　
苦
情
処
理
及
び
異
常
時
の
対
応

八
時
間

六
　
規
則
第
百
八
十
八
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
専
門
講
習

（
治
療
用
・
施
設
用
機
器
関
連
）

一
　
機
器
概
論

二
　
関
連
規
格
及
び
基
準
の
概
要

三
　
信
頼
性
工
学
及
び
安
全
性
工
学

四
　
業
務
管
理
の
概
要

五
　
感
染
防
止
対
策

六
　
苦
情
処
理
及
び
異
常
時
の
対
応

八
時
間

七
　
規
則
第
百
八
十
八
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
専
門
講
習

（
人
工
臓
器
関
連
）

一
　
機
器
概
論

二
　
関
連
規
格
及
び
基
準
の
概
要

三
　
信
頼
性
工
学
及
び
安
全
性
工
学

四
　
業
務
管
理
の
概
要

五
　
感
染
防
止
対
策

六
　
苦
情
処
理
及
び
異
常
時
の
対
応

八
時
間

八
　
規
則
第
百
八
十
八
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
専
門
講
習

（
光
学
機
器
関
連
）

一
　
機
器
概
論

二
　
関
連
規
格
及
び
基
準
の
概
要

三
　
信
頼
性
工
学
及
び
安
全
性
工
学

四
　
業
務
管
理
の
概
要

五
　
感
染
防
止
対
策

六
　
苦
情
処
理
及
び
異
常
時
の
対
応

八
時
間

九
　
規
則
第
百
八
十
八
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
専
門
講
習

（
理
学
療
法
用
機
器
関
連
）

一
　
機
器
概
論

二
　
関
連
規
格
及
び
基
準
の
概
要

八
時
間
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三
　
信
頼
性
工
学
及
び
安
全
性
工
学

四
　
業
務
管
理
の
概
要

五
　
感
染
防
止
対
策

六
　
苦
情
処
理
及
び
異
常
時
の
対
応

十
　
規
則
第
百
八
十
八
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
専
門
講
習

（
歯
科
用
機
器
関
連
）

一
　
機
器
概
論

二
　
関
連
規
格
及
び
基
準
の
概
要

三
　
信
頼
性
工
学
及
び
安
全
性
工
学

四
　
業
務
管
理
の
概
要

五
　
感
染
防
止
対
策

六
　
苦
情
処
理
及
び
異
常
時
の
対
応

八
時
間

十
一
　
規
則
第
百
八
十
八
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
専
門
講

習
（
検
体
検
査
用
機
器
関
連
）

一
　
機
器
概
論

二
　
関
連
規
格
及
び
基
準
の
概
要

三
　
信
頼
性
工
学
及
び
安
全
性
工
学

四
　
業
務
管
理
の
概
要

五
　
感
染
防
止
対
策

六
　
苦
情
処
理
及
び
異
常
時
の
対
応

八
時
間
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